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Ⅰ はじめに 

１ 策定の背景・趣旨 

「地方創生」の取組が１０年前に開始されて以降、人口減少や東京圏への一極集中の流

れが変わるまでには至っておらず、国においては、当面は人口・生産年齢人口が減少する

という事態を正面から受け止めた上で、人口規模が縮小しても経済成長し、社会を機能さ

せる適応策を講じる必要があるとの考えのもと、「地方創生２．０」を起動させ、今後１０

年間で集中的に取り組む「基本構想」が策定され、その具体的な施策が「経済財政運営と

改革の基本方針２０２５（骨太方針２０２５）」に盛り込まれました。 

富山県では、平成２９年度に総合計画「元気とやま創造計画」を策定してから７年以上

が経過し、その間コロナ禍を経て、激甚化する自然災害や能登半島地震、人口減少など、

富山県を取り巻く社会経済情勢が大きく変化するとともに、デジタル化・ＤＸが加速する

中、新たな課題に的確に対応し、新しい富山県の未来を描き、県民一人ひとりの豊かで幸

せな暮らしを実現し、更なる成長と発展を目指すため、令和７年度中に新たな総合計画（令

和７年度から令和１１年度まで）を策定することとしており、県版まち・ひと・しごと創

生総合戦略としても位置付けられています。 

本市では、「第１期氷見市まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成２７年度から令和元年

度まで）」や、「第２期氷見市まち・ひと・しごと創生総合戦略（令和２年度から令和７年

度まで）」（以下「第２期総合戦略」という。）に基づいて、人口減少対策や人口が減少して

も幸せに暮らせるまちづくりを進めてきており、ソフト・ハードの両面から、子育て環境

の充実を図ってきたほか、移住定住施策の充実により、人口減少対策に一定の成果があっ

たものの、若年層の進学や就職等に伴う市外への人口流出に歯止めがかかっていない状況

となっています。 

第２期総合戦略の策定後、新型コロナウイルスの感染拡大やエネルギー価格等をはじめ

とした物価高騰の長期化、能登半島地震の発生など、氷見市を取り巻く社会環境が大きく

変化しています。そのため、能登半島地震から早期の復旧・復興を目指すとともに、「活力

とにぎわいのある『ひみ』の創造」に向けて市全体で全力で取り組んでいくことが求めら

れています。 

これらの社会環境の変化に的確に対応し、人口の減少カーブを緩やかにするとともに、 

人口が減少しても幸せなまちづくりを進めるために、国や県の動向を踏まえ、オール氷見

で地方創生の取組を考え、推進するため、令和７年度から令和１１年度までの５年間を計

画期間とした「第３期氷見市まち・ひと・しごと創生総合戦略」（以下「第３期総合戦略」

という。）及び「第３期氷見市人口ビジョン」（以下「第３期人口ビジョン」という。）を策

定します。 

 

 ２ 策定方針 

（１）第３期総合戦略の策定 

     産官学金労言などの関係団体等と連携したオール氷見による総合戦略とするた

め、氷見市まち・ひと・しごと創生推進協議会のもとに、若者や女性を中心とした

専門部会を設置し、議論を深め、５年間（令和７年度～令和１１年度）の基本目標
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や基本的方向、具体的な施策等をまとめた総合戦略を策定します。 

     人口の減少カーブを緩やかにする「積極戦略」と、人口が減少しても幸せに暮ら

せるまちづくり「調整戦略」の両方の観点に基づき、国の地方創生２．０の基本構

想等や県の新たな総合計画を踏まえて、以下の４つの方向性のもと策定を進めます。 

 

  （２）第３期人口ビジョンの策定 

     令和２年国勢調査の結果や国立社会保障・人口問題研究所（以下「社人研」とい

う。）が令和５年１２月に発表した「日本の地域別将来推計人口（令和５年推計）

令和２年（２０２０年）～令和３２年（２０５０年）」を基に、今後目指すべき将

来の方向と人口の将来展望等を示した人口ビジョン（２０５０年目標）を策定しま

す。 

 

３ 策定体制 
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Ⅱ 氷見市の現状 

 １ 人口動態の現況 

（１）人口の推移と将来の見通し 

     本市の総人口は、１９７０年代の第２次ベビーブームの影響で一時的に増加した

時期はあるものの、減少の一途をたどっています。特に年少人口（０歳～１４歳）

の減少が顕著である一方、老年人口（６５歳以上）は増加を続けており、１９９０

年には年少人口と老年人口が逆転しています。２０３５年には老年人口が生産年齢

人口を上回り、２０５０年までその傾向が続くという推計になっています。 

  

 

 
※国勢調査（調査期間 10 月～9 月）を基に氷見市で作成 

（2000 年～2015 年までは数値に区分不詳分は含まず。） 
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（２）自然動態（出生数・死亡数）の推移 

      本市では、死亡数が出生数を大幅に上回っており、自然減が続いています。また、

２０２１年以降は出生数２００人以下が続いているとともに、高齢化が進み死亡

数も増加傾向にあることから、減少傾向に歯止めがかかっていません。 

 

  

 

（３）社会動態（転入数・転出数）の推移 

本市の社会動態は長期的に社会減の状態が続いています。年ごとに数の変動は見

られるものの社会減の状態が続いており、社会減少が人口減少に与える影響が年々

拡大しています。 
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２ 人口減少の要因 

  （１）進学を機に転出した若者、特に女性が戻ってきていない 

    ①年齢階級別人口増減の比較（ある年齢幅の人数の５年後の増減比較） 

     男性、女性とも１５歳から１９歳の方が２０歳から２４歳になったときに大きく

人口が減少しており、大学等の進学期でもあることから、転出数が多いということ

が考えられます。その後、２０歳から２４歳の方が２５歳から２９歳になったとき

に、男性は人口増に転じますが、女性は一時的に人口増になる年はあるものの、人

口減が続いています。 

    ②市内の事業所数と納税義務者１人当たりの所得額の推移 

     市内の事業所は減少が続いています。また、市内の納税義務者１人当たりの所得

額についても令和３年以降は減少が続いています。新型コロナウイルス感染症の拡

大による廃業等により、営業所得が減少したことなどが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

     

 

氷見市内の事業所数の推移 氷見市内の納税義務者１人当たりの所得額の推移 

※平成 24 年、平成 28 年、令和 3 年経済センサス 

（活動調査）を基に氷見市で作成 ※第２期総合戦略における重要目標達成指数（ＫＧＩ） 

※ＲＥＳＡＳを基に氷見市で作成 
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③市町村民税における市町村平均所得（給与所得、営業所得及び農業所得） 

市町村民税における市町村平均所得（給与所得、営業所得及び農業所得）では、

本市は、県内市町村の中で最下位となっています。 

 

 

 

    ④富山で暮らすことの不安や不満 

富山県に居住又は居住経験のある１８歳から３９歳の男女に行ったアンケート

結果によると、「富山県で暮らすことの不安や不満に感じる点」について、「仕事の

業種・職種が乏しい」、「仕事の待遇（給与、福利厚生等）」、「古い考え方や風習があ

る」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

市町村民税における市町村平均所得（給与所得、営業所得及び農業所得） 

※令和４年度「富山県に居住または居住経験のある若年世代等の生活実感（ウェルビーイング）に 

関する調査を基に氷見市で作成 

富山県に暮らすことの不安や不満に感じる点について 

※令和６年度富山県市町村税課税状況等の調を基に氷見市で作成 
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    ⑤男女の地位の平等感について【男女共同参画に関する市民アンケート結果】 

令和３年度と令和５年度に行った男女の地位の平等感に関するアンケートにお

いては、職場では、「男性の方が優遇されている」が４８.８％から５８．８％に増

加し、「平等である」が３６．５％から３０．２％に減少しており、職場での男女の

地位の平等は進んでおらず、未だに男性優遇が残っていると考えられます。 

また、社会通念・慣習では、「男性の方が優遇されている」が８１．４％から８

５．２％に増加、「平等である」が１１．４％から８．５％に減少しており、地域で

の社会通念・慣習における男女の地位の平等は進んでおらず、未だに男性優遇が残

っていると考えられます。 

 

   

（２）結婚や子どもの誕生を機に家を求めるときに転出が多い 

    ①市町村別県内・県外移動者数 

令和５年１０月から令和６年９月までの本市の転出超過（転出数－転入数）は 

３４１人となっており、県内への転出超過は２３０人、県外へは転出超過１１１ 

人となっています。県内への転出超過は、高岡市１６０人、射水市４１人、富山 

市２１人の順となっています。 
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しきたりなどで

男性のほうが優遇されている どちらかといえば男性のほうが優遇されている
平等である どちらかといえば女性のほうが優遇されている
女性のほうが優遇されている 無回答
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問２ あなたは、次にあげるような分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。 

【令和３年調査】 

【令和５年調査】 
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②転入者の転入前住所の推移 

本市への転入者は高岡市、富山市からが多く、県外では石川県、東京都が多くな 

っています。毎年、高岡市からの転入者数は全転入者数の２割以上を占めており、 

市民課窓口アンケートによると、転入理由は「結婚・離婚」、「住宅事情」となって 

います。 

 

 

③転出者の転出先住所の推移 

      本市からの転出先として選択されているのは高岡市、富山市、射水市など県内が

多く、県外では石川県、東京都、神奈川県が多くなっています。毎年、高岡市への

市町村別県内・県外移動者数（令和５年 10 月１日～令和６年９月 30 日） 

転入者の転入前住所の推移                             

(単位：人) 

※富山県人口移動調査を基に氷見市で作成 

※住民基本台帳人口移動報告（調査期間：各年１月～１２月）を基に氷見市で作成 
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転出者数は、全転出者数の３割近くを占めており、市民課窓口アンケートによると、

転出の理由は「結婚・離婚」、「住宅事情」となっています。 

 

 

 

    ④社会増減数の地域別内訳 

      転入元と転出先を差し引いた社会増減の要因となる地域別の内訳は、高岡市、射

水市、富山市など県内が多く、県外では東京都が上位となっています。毎年、高岡

市への転出超過は、全転出超過の３割以上を占めています。 

 

 

 

 

転出者の転出先住所の推移                             (単位：人) 

社会増減数の地域別内訳                             
(単位：人) 

※住民基本台帳人口移動報告（調査期間：各年１月～１２月）を基に氷見市で作成 

※住民基本台帳人口移動報告（調査期間：各年１月～１２月）を基に氷見市で作成 
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（３）子どもの数の減少 

    ①男女別、年代別人口の推移 

      男女別の人口では、令和２年国勢調査及び令和６年１０月１日の富山県人口移 

動調査ともに女性の人口が男性の人口を上回っています。１５歳から３９歳では、 

令和２年国勢調査が男性４，３３０人に対して女性３，８４８人、令和６年１０月

１日の富山県人口移動調査が男性３，６８４人に対して女性３，２４２人であり、

若い世代の女性が少ない人口構造となっています。 

 

 

 

    ②未婚率の推移 

      男性、女性ともに未婚率は上昇しており、晩婚化もますます進んでいます。また、

総じて男性の未婚率が高くなっており、男性の３０歳から３４歳では約６割が未

婚となっていますが、女性は３０代には約７割が結婚しています。２０２０年では

２０歳から２４歳の女性を除いて、すべての年代で全国平均、県平均の未婚率を上

回っています。 

 

 

 

 

 

 

  

※令和２年国勢調査、富山県人口移動調査を基に氷見市で作成 
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 ③婚姻数及び婚姻率（人口千人あたり）の推移 

      婚姻数は長期的に減少傾向が続いています。２０２２年はコロナ禍の影響によ

る男女の交際機会が減少したこと等に伴い、婚姻数が減少したことが予想されま

す。 

 

 

  ④世帯あたりの子どもと第１子等の数の推移 

      出生数・出生率が低い値となっている一方で、子どもがいる世帯における１世帯

あたりの子どもの数の推移については大きな変化が見られず、出生数等の減少に大

きく影響を及ぼしているものではないと考えられます。また、出生児の第１子など

の属性の推移については、いずれも緩やかに減少傾向にありますが、２０２１年に 

※平成１２年～令和２年国勢調査を基に氷見市で作成 

※富山県保健統計（調査期間：各年１月～１２月）を基に氷見市で作成 



- 12 - 

 

は第１子より第２子の方が多くなり、その差が拡大しています。これは、新型コロ

ナウイルスの感染拡大により、婚姻数が減少したことによる第１子の減少に加え、

その収束による第２子の増加などによるものと考えられます。 
 

 

 

⑤理想の子どもの数と予定人数【令和６年度市民アンケート結果】 

      理想とする子どもの数は「２人」という回答が最も多く、「３人以上」と合わせる

と８３．０％となっています。一方で、これから予定している子どもの数の「２人」

と「３人以上」を合わせた回答が５８．６％となっており、理想の子どもの人数との

ギャップが生じています。 

 

  

※平成１７年～令和２年国勢調査、氷見市子育て応援券

申請実績を基に氷見市で作成 
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３ 目指すまちの姿と現状 

  （１）安心して不便なく日常生活が送れるまち 

    ①市内２３地区の人口と高齢化率の変化 

     全地区で高齢化率が上昇しています。また、市街地での人口減少や中山間地域で

の高齢化が加速しています。 

 

    ②氷見市に対する思い【令和６年度市民アンケート結果】 

     「氷見市が好きですか」の問いに対して、「好き」と回答する人が７６．８％と

なっています。一方で「氷見市に住み続けたい」と回答する人は、６６．４％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成２７年、令和威２年国勢調査を基に氷見市で作成 
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    ③氷見市に住み続けたいと思わない理由【令和６年度市民アンケート結果】 

     氷見市に住み続けたいと思わない理由として「市内で楽しめる場所が少ない」、

「地域の高齢化、過疎化が進んでいる」、「通勤・通学が不便」、「買い物が不便」が

上位を占めています。 

 

 

（２）将来に希望を持ち、いきいきと豊かに過ごせるまち 

    ①まちづくりへの思いについて【令和６年度市民アンケート結果】 

     雇用や地域交通、移住・Ｕターン、商工業、結婚に対して重要だと考える人が多

い一方で、満足している人が少ないことから、より効果的な取組が求められていま

す。また、食文化・食育、公園整備・景観、芸術・文化などが重要だと考える人は

少ないが、満足度は高く、朝日山公園（見晴らしの丘）や芸術文化館の整備、春中

ハンドの開催のほか、本市が有する食や自然など他に誇れるものとして満足度の高

さにつながっているのではないかと考えられます。 
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②若者の定住意向【令和６年度氷見高校２年生アンケート結果】 

     今住んでいる市町村に将来住みたくない理由として、「魅力あるイベント・コンサ

ートや遊ぶ場などが少ない」、「都会に興味がある」、「買い物などが不便」、「よい就

職先がない」の回答が上位を占めています。 

 

 

 

 

③若者の思い【令和６年度氷見高校２年生アンケート結果】 

     高校生にとっての「まちなかの充実に必要なこと」は、公共交通の充実、コンビ

ニや飲食店、娯楽施設を増やしてほしいなどの回答が多くありました。 
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    ④労働力率の推移 

     ２０１０年までは労働力率と生産年齢人口の割合は、同様な傾向で推移してきま

したが、２０１５年以降、労働力率は上昇しています。生産年齢人口の割合は減少

していますが、年金支給の延長や定年延長などの影響により、高齢者の就業率が上

昇していると考えられます。 

 

⑤高齢者の労働意欲【令和６年度市民アンケート結果】 

     ６５歳以上で、現在働いている方が３５％であり、「何歳まで働きたいですか」

の問いに対して、「７０歳まで」は３８．４％、「７５歳まで」は２５．６％、「８

０歳まで」は２２．１％、「８１歳以上」が４．７％であり、少なくとも７０歳ま

では働きたいと考えている（もしくは働いている）人は全体の９０％以上、７５歳

までと考える人も５０％以上を占めています。 

 

   

※平成２年～令和威２年国勢調査を基に氷見市で作成 
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Ⅲ 第２期氷見市人口ビジョン及び氷見市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

の検証 

第３期総合戦略を策定するにあたり、本市の人口の現状を把握するとともに、人口の将来

展望や第２期総合戦略の取組の重要目標達成指標及び重要業績評価指標について、検証を行

いました。 

 

１ 第２期氷見市人口ビジョン 

令和２年（２０１５年）に策定した第２期氷見市人口ビジョン（以下「第２期人口ビジョ

ン」という。）は、本市の将来人口について、人口動態が定常状態（一定規模で総人口が維

持され続ける状態）となるまでの当分の間、人口の流出防止や出生率の向上などにより人口

減少に歯止めをかけ将来の人口構造を変える「積極戦略」と、人口が減り続けたとしても活

力ある地域を維持していくために効率的かつ効果的な社会システムを再構築する「調整戦略」

を同時並行的に進め、持続可能な社会としていくための人口構造を実現できるよう、２０４

０年を展望する長期の人口目標を示したものです。 

 第２期人口ビジョンでは、社人研による２０１８年の地域別将来推計を基にして、２０２

０年以降、毎年２３０人の出生数を確保するとともに、２０４０年までに社会増減数を均衡

させることで、２０４０年に総人口３２，７００人を確保することを目標としていました。 

２０２５年では目標の４０，８００人に対して、直近の富山県人口移動調査結果（２０２

５年１０月 1日時点）が３９，２４７人となっており、また、２０２３年の社人研推計では、

第２期人口ビジョンとの乖離が年々大きくなっています。 
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このため、第３期総合戦略の策定にあたっては、人口減少の加速化の動きを踏まえ、人口

ビジョンを見直すこととし、自然動態、社会動態について、より実態に近い仮定条件のもと

で将来推計を行い、２５年後の２０５０年を展望し、目指すべき将来の方向性と人口目標を

示します。 

 

 

２ 第２期氷見市まち・ひと・しごと創生総合戦略の検証 

第２期総合戦略では、「住みたい街」、「働きたい街」、「育てたい街」の３つの基本戦略を

掲げ、基本戦略ごとに重要目標達成指標（ＫＧＩ）を、基本的方向に基づく施策ごとに進捗

状況の判断指標となる重要業績評価指標（ＫＰＩ）を定めています。 

第２期総合戦略の重要目標達成指標（ＫＧＩ）及び重要業績評価指標（ＫＰＩ）の結果を

分析し、第３期総合戦略の策定に向けた課題等を整理しました。 

ＫＧＩ（１３指標）及びＫＰＩ（７２指標）の計８５指標の達成状況、基本戦略ごとの主

要なＫＧＩ・ＫＰＩの実績及び要因分析は次のとおりです。 

 

 

これまでの４年間の人口動態では、Ｕターン及び移住定住施策により、人口減少対策に一

定の成果があったものの、若年層の進学・就職等に伴う市外への流出に歯止めがかかってい

ない状況にあり、その結果、本市の人口は第２期人口ビジョンの目標値を下回って推移して

おり、目標値との乖離が生じています。 

その最大の要因は、若年層、特に女性の流出を防ぐための有効な対策が打てていないこと

にあると考えられ、第３期総合戦略では、若者や女性が将来に希望を持って暮らし続けるこ

とができるまちづくりを最重点に進める必要があります。 
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基本戦略Ⅰ 住みたい街 

基本戦略Ⅱ 働きたい街 
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基本戦略Ⅲ 育てたい街 

基本戦略ごとの課題等のまとめ 



- 21 - 

 

Ⅳ 第３期氷見市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

１ 基本的な策定の考え方 

（１）位置付け 

第３期総合戦略は、まち・ひと・しごと創生法第１０条第１項に基づく「市町村

まち・ひと・しごと創生総合戦略」として位置付けるとともに、第９次氷見市総合

計画前期計画との整合を図り、後期基本計画の策定にも活かしていきます。 

 

（２）計画期間 

令和７年度から令和１１年度までの５年間とします。 

 

（３）推進体制 

以下の組織を中心に第３期総合戦略を推進するものとします。 

・氷見市まち・ひと・しごと創生推進協議会 

産学官金労言や市民団体、女性、若者、子育て世代の代表など幅広い分野 

の有識者で構成 

・氷見市まち・ひと・しごと創生推進本部 

庁内横断組織として、市長、副市長、部局長等で構成 

     また、氷見市まち・ひと・しごと創生推進協議会において、施策及び取組の効果

や進捗状況をＫＰＩ等で毎年度検証し、見直しや改善を図るなど、ＰＤＣＡサイク

ルを確立し、実効性のある戦略としてオール氷見で実施します。 

 

（４）専門部会やひみ未来づくりミーティングなどの対話、市民アンケートによる主 

な意見等 

第３期総合戦略の策定にあたり、氷見市まち・ひと・しごと創生推進協議会等を

通して、令和７年１０月までに約１，０００のご意見等をいただきました。 
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（５）人口減少の課題とその解決の方向性 

本市における人口減少の課題とその解決の方向性について、人口の減少カーブを

緩やかにする「積極戦略」と、人口が減少しても幸せに暮らせるまちをつくる「調

整戦略」の両方の観点に基づき、次のとおり整理しました。 
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２ 目指すべき姿 

 

 

 

 

人口の減少のカーブを緩やかにするとともに、たとえ人口が減少しても幸せに暮らせる

まちをつくるため、「能登半島地震からの復興」及び「活力とにぎわいのある『ひみ』の創

造」に向けて、これまで前例にないことや困難な課題等に対してチャレンジして前へ進め、

その実現にオール氷見で取り組みます。 

それにより、本市の特長である「食」や「自然・景観」をブラッシュアップして、まち

づくりや産業などに活かすとともに、将来に希望が持てる魅力的なまちをつくり、若者や

女性に選ばれ、活躍する氷見市をつくります。 

 

 

 ３ 基本目標と基本的方向、具体的な施策及び主な取組 

（１）基本目標Ⅰ 魅力的な地域をつくる 

本市の特長である「食」及び「自然・景観」や、氷見線の利便性向上等を活かし

た未来につながる賑わいを創出してまちの魅力を発信するとともに、安心して不便

のない日常生活を守り、地域コミュニティを維持することで、将来に希望が持てる

魅力的な地域をつくります。 

 

【重要目標達成指標 KGI】 基準値 目標値 

住み続けたいと思う市民の

割合 ※ 

６６．１％ 

（Ｒ６） 

８５．０％ 

（Ｒ１１） 

    ※市民アンケートによる。（「あてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」を合計した割合） 

 

①基本的方向１ 将来に希望が持てるまちをつくる 

     本市の特長である「食」及び「自然・景観」や、城端線・氷見線鉄道事業再構事

業による利便性の向上等を活かし、本市の魅力・発展につながる取組を実施して、

若者や女性が将来に希望が持てるまちをつくります。 

 

【重要業績評価指標 KPI】 基準値 目標値 

将来に希望が持てると思う

市民の割合 ※ 
― 

８５．０％ 

（Ｒ１１） 

    ※市民アンケートによる。（「あてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」を合計した割合） 

 

ア 具体的施策１ 本市の特長である「食」及び「自然・景観」を活かしたま 

ちづくりを進めて発信し、多くの人が訪れる魅力的なまち 

をつくる 

「食」や「自然・景観」をブラッシュアップして活かし、 

将来に希望を持って若者や女性が活躍するまち 
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【主な取組】 

●食を核としたまちづくりの推進 

   食を核としたまちづくりを推進するため、体制を強化するとともに戦略 

  を策定して、産業の振興や人材育成・確保など、総合的に取り組みます。 

●自然・景観を活かしたＰａｒｋ－ＰＦＩの実施（導入）の検討 

   民間参入による都市公園等の魅力及び利便性の向上を図り、公園を核と 

  した周辺地域の活性化につなげます。 

●自然・景観を活かしたキャンプ場やコテージ等の整備への支援 

   里山・里海の特長を活かした多くの人が訪れ、賑わいの創出につながる 

  施設等の整備を支援します。 

●自然・景観を活かしたスポーツイベント・レジャーの推進 

   海あり山ありの豊かな自然、美しい景観を望みながら楽しめるスポーツイ 

ベントの開催やレジャーの定着を推進します。 

      ●食や自然・景観を活かした飲食施設や宿泊施設等の整備への支援 

        古民家などの空き家を活用した飲食施設や民泊施設など多様な用途への 

       整備を支援します。 

      ●景観を活かしたホテル等の整備の促進 

        空き家・空き地に関する相談から活用までに対応するため、専門家等に 

       よる総合的体制を構築し、景観を活かしたホテル等の整備を促進します。 

●若者や女性が訪れたくなるまちなか活性化に向けた支援 

氷見駅前周辺でのマルシェの開催や、まちなかの空き地の利活用などに 

       より、若者や女性が訪れ、滞留する場の創出を支援します。 

      ●若者や女性に選ばれる観光地魅力化の推進 

        温泉・食・景観・自然・まんが等を有機的に結合させ、氷見に行きたく 

なる、若者や女性に選ばれる観光地の魅力化を推進します。 

 

イ 具体的施策２ 城端線・氷見線鉄道事業再構築事業による利便性の向上等 

を活かし、本市の活性化につなげる 

 

     【主な取組】 

      ●氷見線の利用促進と利便性向上を活かした賑わい空間の整備 

        氷見駅周辺のまちづくりを進めるとともに、駐車場整備や氷見駅を基点 

       とした二次交通等の利便性向上を図り、賑わいを創出します。 

      ●氷見駅からひみ番屋街までの新交通システムの検討 

   観光需要の拡大や市街地の賑わい、移動の利便性の向上に向けて、新交 

通システムを検討します。 

      ●氷見線の新駅設置とその周辺地域の活性化に向けた検討 

        氷見線の新駅の設置による利便性の向上や、その周辺での開発による地 

       域の活性化に向けて検討を行います。 
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ウ 具体的施策３ 若者や女性に好まれる景観づくりを推進する 

 

    【主な取組】 

      ●氷見らしさを活かしたワクワクする魅力的な景観づくりの推進 

        沿道での景観形成への支援や市街地での住民意向の把握を進め、人々の 

       期待感や歓迎感等を促す魅力的な景観づくりを推進します。 

      ●海辺の魅力を活かした空間づくりの推進 

   氷見の特長である海辺空間の整備と演出を支援し、人々の滞在・来訪を 

  促進して地域の魅力を高めます。 

      ●若者や女性に選ばれる観光地魅力化の推進【再掲】 

 

②基本的方向２ 地域の持続性を確保する 

     地域医療や地域交通、買い物手段を確保して、安心で不便のない日常の暮らし 

を守るとともに、地域のＤＸ・機械化等の促進やアンコンシャスバイアスの解消、 

地域の魅力化を進めて発信することで、地域への愛着を育み、地域の担い手の確 

保・育成による地域コミュニティの維持につなげて、地域の持続性を確保します。 

 

【重要業績評価指標 KPI】 基準値 目標値 

安全で安心して暮らし続け

られると思う市民の割合 

※ 

― 
８５．０％ 

（Ｒ１１） 

    ※市民アンケートによる。（「あてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」を合計した割合） 

 

ア 具体的施策１ 金沢医科大学氷見市民病院を核として地域の医療を守ると 

ともに、交通空白地を解消するためなどの地域公共交通の 

確保や、移動販売の支援等により日常の暮らしを守る 

 

    【主な取組】 

      ●金沢医科大学氷見市民病院と市内医療機関との連携による地域医療の確保 

        金沢医科大学氷見市民病院と市内医療機関との連携により、地域医療の 

持続性に向けた検討と取組を推進します。 

      ●ＮＰＯバスの運行の維持確保と交通空白地の解消 

        ＮＰＯバスの運行体制の強化や利便性の向上を図るとともに、交通空白 

地の解消に努めます。 

      ●移動販売持続化への支援による高齢者見守り体制の充実 

        移動販売に必要な経費を支援してその持続化を図るとともに、高齢者の 

       見守り体制の充実を図ります。 

 

イ 具体的施策２ 地域のＤＸ・機械化等を促進するとともに、地域の担い手 

を育成する 
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    【主な取組】 

      ●地域のＤＸ化・機械化への支援の拡充 

        地域へのデジタル導入・機械購入への支援や、スマホ教室の拡充等の取 

       組を行い、地域運営の効率化を促進します。 

      ●地域の担い手の確保と強化 

     地域の次世代リーダー研修の実施や、若手人材との関わりを創出し、担 

    い手育成と地域力の強化を図ります。 

 

ウ 具体的施策３ 地域のアンコンシャスバイアスの解消や地域の魅力化を進 

める 

 

 【主な取組】 

   ●アンコンシャスバイアス解消に向けた戦略の策定とその推進 

     アンコンシャスバイアス解消に向けて戦略を策定するとともに、講演会 

の開催等により、理解の促進を図ります。 

   ●地域資源の活用と交流促進イベント及び効果的な発信への支援 

     地域資源を活かしたイベントによる地域外との交流を促進するとともに、 

地域の魅力発信により、地域への来訪促進を支援します。 

 

エ 具体的施策４ 地域への愛着を育む地域と連携したふるさと教育を充実す 

              る 

 

 【主な取組】 

   ●小学校、中学校及び義務教育学校における地域と連携した活動への支援 

     学校ごとに地域と連携した特色のあるふるさと教育を支援するほか、中 

    学校に地域連携事業コーディネーターを派遣し、総合的学習を充実します。 

●氷見高校の教育魅力化への支援 

   地域連携事業コーディネーター委託、海外派遣事業やＤＸ加速化推進事 

  業を支援して氷見高校の魅力を高めるとともに、地域活性化につなげます。 

   ●ふるさとの学びが深化する子どもの意見等の発表機会の創出 

     子どもたちの意見を発表する場を設け、ふるさとへの更なる理解を育む 

    学びの機会を創出します。 

 

オ 具体的施策５ 地域コミュニティの維持に向けて獅子舞等の持続性を確保 

し、その魅力等を発信する 

 

 【主な取組】 

   ●獅子舞等の保存継承に向けた支援 

     獅子舞等の実施地域への支援や、新たな実施につなげる活動への支援を 

    行うなどして、獅子舞等の伝承と、それによる地域の活力化を図ります。 
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   ●獅子舞の魅力発信や次世代育成に向けた支援 

     市内の獅子舞の状況を把握し、魅力を発信するとともに次世代育成のため 

    の獅子舞教室の開催等を検討・実施し、獅子舞の持続性を支援します。 

 

カ 具体的施策６ 高齢者も含め、いつまでもみんなが健康で働いて稼げる環 

         境をつくる 

 

 【主な取組】 

   ●高齢者の就労促進に向けた環境整備への支援 

     設備導入や就労機会の拡大に向けた取組、職場環境の整備を支援し、高 

    齢者の社会参加につながる働きやすい環境づくりを促進します。 

   ●高齢者等へのスポットワークの創出への支援 

     市内事業所等の業務を細分化し、外部移管可能な業務と適した人材をマ 

    ッチングさせる仕組みを構築して、柔軟な働き方の創出を支援します。 
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（２）基本目標Ⅱ 仕事をつくる 

本市の特長である「食」及び「自然・景観」を活かした新たな産業を創出するほ

か、個々の産業において、若者や女性の能力等の活用やＤＸの促進により労働生産

性を向上させて稼ぐ力を強化し、若者や女性が働きやすく、活躍できる魅力的な仕

事をつくります。 

 

【重要目標達成指標 KGI】 基準値 目標値 

納税義務者１人当たりの年

間所得額（給与所得額等） 

※ 

３，１４８千円 

（Ｒ６） 

３，５０９千円 

（Ｒ１１） 

    ※給与所得額、営業所得額及び農業所得額による。 

 

①基本的方向１ 本市の特長を活かした産業を振興して魅力的な仕事をつくる 

     本市の特長である「食」及び「自然・景観」を活かし、観光、飲食、宿泊及び農

林水産業等が一体となって市全体の産業を振興して、新たな産業の創出等により魅

力的な仕事をつくります。 

 

 

 

 

    

 

ア 具体的施策１ 本市の特長である「食」及び「自然・景観」を活かした観 

         光、飲食、宿泊及び農林水産業等が一体となって新たな産 

業を創出する 

 

【主な取組】 

●氷見らしい農林水産業の体験型観光コンテンツの構築 

    里山での果樹等の農産物や竹等の林産物の活用体験、里海での養殖によ 

       る水産物の水揚体験など、氷見らしい体験型観光コンテンツを構築します。 

●豊かな食材を活用した商品開発への支援 

    農産物や畜産物、水産物などの氷見の豊かな食材を活かし、食のブランド

化や観光客等に好まれる商品開発を支援します。 

●海越しの立山連峰や里山の風景などを望むホテルやオーベルジュ等の誘致 

    海越しの立山連峰や棚田などの里山景観と、氷見の豊かな食材を活かし、 

宿泊と飲食ができるホテルやオーベルジュ等の誘致に取り組みます。 

●海辺を活かした新たなビジネスの開発・運営等への支援 

     本市の海辺の環境を活かしたマリンスポーツなどの新たなレジャービジ 

ネスの創出や、その運営等を支援します。 

●自然・景観を活かしたキャンプ場やコテージ等の整備への支援【再掲】 

【重要業績評価指標 KPI】 基準値 目標値 

創業・継業・まちなか出店

の件数 

９件 

（Ｒ６） 

７５件 

（Ｒ７～Ｒ１１の累計） 
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②基本的方向２ 産業全体を活性化し、稼ぐ力を強化する 

     個々の産業において、若者や女性の能力等を活かすとともに、ＤＸを促進して労

働生産性を向上させて産業全体の活性化を図り、給与などの労働条件の改善につな

げるなど、市内産業の稼ぐ力を強化します。 

 

 

 

 

 

 

ア 具体的施策１ 個々の産業において、若者・女性の能力等を活かすととも 

に、ＤＸを促進して労働生産性を向上させ、給与などの労 

働条件の改善につなげる 

 

【主な取組】 

●スマート農業の普及等による農業所得の向上への支援 

新規就農者への機械導入の支援や、スマート農業の普及に向けたモデル 

地区での実証実験等により、労働生産性を高め農業所得の向上を図ります。 

●氷見牛の生産基盤の強化 

    就労環境の改善による担い手の確保や氷見牛の頭数を確保するため、関 

係機関と共同利用施設や経営体の検討を進め、生産基盤の強化を図ります。 

   ●漁獲量の増加につなげる養殖業の推進 

     養殖業の可能性に挑戦し、養殖技術の確立による収益の確保を支援して、

本市の漁獲量の増加につなげます。 

●漁業就業支援フェアへの出展等による新規漁業就業者への支援 

     漁業就業支援フェアへの経営体の出展を支援するほか、新規漁業就業者 

の就業定着までの期間の家賃を支援します。 

●海辺を活かした新たなビジネスの開発・運営等への支援【再掲】 

 

③基本的方向３ 若者・女性が働きやすく、活躍できる職場をつくる 

     職場でのアンコンシャスバイアスの解消を図るとともに、就業環境や労働条件、 

子育てしやすい職場環境などの改善を促し、若者や女性が働きやすく、活躍できる

職場をつくります。 

 

 

 

 

 

        

※男女共同参画に関する市民アンケートによる。（「平等である」と回答した割合） 

【重要業績評価指標 KPI】 基準値 目標値 

担い手への農用地集積率 
４９．７％ 

（Ｒ６） 

５５．６％ 

（Ｒ１１） 

【重要業績評価指標 KPI】 基準値 目標値 

男女の地位は平等になって

いると考える市民の割合

（職場で） ※ 

２９．７％ 

（Ｒ６） 

４３．０％ 

（Ｒ１１） 
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ア 具体的施策１ 若者や女性に魅力的な企業や研究所等を誘致する 

 

【主な取組】 

●若者や女性に選ばれる企業や研究所等の誘致 

        企業立地への支援の拡充や試行的事業への支援により、ＩＴ系や食品系な

ど、若者や女性に選ばれる企業や研究所等の誘致に取り組みます。 

●海越しの立山連峰や里山の風景などを望むホテルやオーベルジュ等の誘致 

【再掲】 

●海辺を活かした新たなビジネスの開発・運営等への支援【再掲】 

 

イ 具体的施策２ 若者や女性におけるアンコンシャスバイアスを解消すると 

ともに、就業環境や労働条件、子育てしやすい職場環境な 

どの改善を促進する 

 

【主な取組】 

●アンコンシャスバイアス解消に向けた戦略の策定とその推進【再掲】 

●若者や女性のキャリアアップへの支援 

    仕事の専門性向上に必要となる経費を支援することで、若者や女性のキ 

ャリアアップを後押し、市内企業への就職やその後の定着を促進します。 

●若者や女性が働きやすい職場の環境整備への支援  

    子育て支援や若者の採用・育成等に取り組む事業所を対象に、厚生労働省

の認定制度の取得や、職場環境の整備を支援します。 

●若者や女性へのスポットワークの創出への支援 

    市内事業所等の業務を細分化し、外部移管可能な業務と適した人材をマッ

チングさせる仕組みを構築して、柔軟な働き方の創出を支援します。 

●子どもの放課後活動の充実への支援 

      放課後児童クラブの子どもの受入体制等の向上に向けて検討するととも

に、子どもの放課後活動の豊かな学びの機会の充実を支援します。 
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（３）基本目標Ⅲ 人の流れをつくる 

移住・Ｕターンへの伴走的な支援や移住しやすい環境等の充実を図るとともに、 

若者や女性に選ばれる魅力的な地域や仕事づくりを進めて魅力発信することで、移

住・Ｕターンの促進や交流人口・関係人口の拡大を図るほか、市内で住み続けやす

い環境等を整備して、移住やＵターンから定住につなげる人の流れをつくります。 

 

【重要目標達成指標 KGI】 基準値 目標値 

若者（１５歳～３９歳）の

社会増減数 

△２４６人 

（Ｒ６） 

△９３人 

（Ｒ１１） 

若者（１５歳～３９歳）の

うち女性の割合 

４６．８％ 

（Ｒ６） 

４７．１％ 

（Ｒ１１） 

 

①基本的方向１ 若者や女性に選ばれ、移住者やＵターン者を増やす 

     氷見市ＩＪＵ応援センターの機能や移住しやすい環境等の充実を図るとともに、 

若者や女性が働きやすく活躍できる魅力的な仕事づくりや、ぶり奨学プログラムの

拡充、氷見高校の入学生の全国募集等により、若者や女性など、より多くの移住や

Ｕターンにつなげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 具体的施策１ 氷見市ＩＪＵ応援センターの機能や移住しやすい環境等の 

充実を図り、より多くの移住・Ｕターンにつなげる 

 

【主な取組】 

●氷見市ＩＪＵ応援センターの機能拡充 

   氷見市ＩＪＵ応援センターの体制を強化して、相談や発信等を充実して、 

移住・Ｕターンを促進します。 

      ●移住に対する支援の拡充 

        移住する若者や新婚世帯、子育て世帯への支援を拡充して、移住・Ｕタ 

       ーンを促進し、市内での定住につなげます。 

●移住を受入れる地域への支援 

   移住者の受入れに意欲的な地域の受入体制や活動、環境整備、交流促進 

  イベント、地域の魅力発信などの取組を支援します。 

【重要業績評価指標 KPI】 基準値 目標値 

若者（１５歳～３９歳）の

年間の転入数 

４４５人 

（Ｒ６） 

４９６人 

（Ｒ１１） 

ＩＪＵ応援センターを利用

して移住した年間の人数 

１５人 

（Ｒ６） 

６０人 

（Ｒ８～Ｒ１１の毎年度） 
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●移住につながるシェアハウスやシェアオフィスの整備の促進 

移住を希望する人向けの空き家・空き地を活用したシェアハウスやシェア 

オフィスの整備を促進し、移住につなげます。 

●住宅団地造成への支援の拡充 

市内での住宅団地造成を行う者への支援を拡充し、住宅用地を確保して、 

市内での定住につなげます。 

 

イ 具体的施策２ 基本目標Ⅱの施策と連動して、仕事から若者や女性の移住 

やＵターンにつなげる 

 

【主な取組】 

●海越しの立山連峰や里山の風景などを望むホテルやオーベルジュ等の誘致 

【再掲】 

●海辺を活かした新たなビジネスの開発・運営等への支援【再掲】 

●若者や女性に選ばれる企業や研究所等の誘致【再掲】 

●アンコンシャスバイアス解消に向けた戦略の策定とその推進【再掲】 

●若者や女性のキャリアアップへの支援【再掲】 

●若者や女性が働きやすい職場の環境整備への支援【再掲】 

●若者や女性へのスポットワークの創出への支援【再掲】 

 

ウ 具体的施策３ ぶり奨学プログラムの拡充を図り、社会人となった後のＵ 

ターンの促進にもつなげる 

 

【主な取組】 

●ぶり奨学プログラムの拡充 

   プログラムへの登録要件を拡充するほか、交流会の内容の充実と大学等 

  を卒業した登録者への情報発信を強化して、若者のＵターンを促進します。 

●氷見に貢献したい若者による自主的な取組への支援 

   市内外の氷見に貢献したいと思う若者をつなげて、意欲のある活動的な 

  若者たちがまとまって氷見に貢献・応援する自主的な取組を支援します。 

 

エ 具体的施策４ 氷見高校の入学生の全国募集を支援し、第二のふるさとづ 

くりに寄与する 

 

【主な取組】 

●氷見高校の入学生の全国募集への支援 

氷見高校の教育魅力化の一環として、入学者の全国募集に向けた受入環 

       境の整備のための様々な取組を進めます。 

●第二のふるさととしての意識の醸成への支援 

   市外から氷見高校に通う生徒が氷見とのつながりを深め、第二のふるさ 
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  とのように意識してもらえるよう、地域との交流活動等を支援します。 

 

②基本的方向２ 市内に定住する若者や女性などを増やす 

     市内での定住に対する住宅取得等への支援の拡充や、住宅団地造成への支援によ

る住宅用地の確保のほか、空き家・空き地の多様な用途への活用を促進するなど、

本市で住み続ける環境を整備して、若者や女性などの市内での定住を促進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 具体的施策１ 定住に対する支援の拡充や空き家・空き地の活用、宅地造 

成の促進など、本市で住み続ける環境を整備する 

 

【主な取組】 

●住宅取得やリフォームへの支援の拡充 

 住宅取得や住宅リフォームに要する経費への支援について、新婚世帯及 

び子育て世帯に対する支援を拡充します。 

●住宅団地造成への支援の拡充【再掲】 

 

③基本的方向３ 観光などの交流人口や関係人口、二地域居住者を増やす 

     本市の特長である「食」及び「自然・景観」を活かして魅力的な地域や仕事をつ

くり、その魅力を発信することで観光などによる交流人口や関係人口の拡大を図る

とともに、関係性を深化させ、地域の担い手の確保や二地域居住を促進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 具体的施策１ 基本目標Ⅰ及びⅡの施策と連動して交流人口を増やすとと 

もに、地域の魅力化や発信力の強化等により関係人口や二 

地域居住者を増やす 

 

【重要業績評価指標 KPI】 基準値 目標値 

若者（１５歳～３９歳）の

市内定着率 

［１５～３９歳人口／１０

年前の５～２９歳人口］ 

７５．８％ 

（Ｒ６） 

７９．１％ 

（Ｒ１１） 

【重要業績評価指標 KPI】 基準値 目標値 

年間の観光入込客数 
２１０万人 

（Ｒ６） 

２３０万人 

（Ｒ１１） 

氷見きときとファンクラブ

会員数 

２，１０２人 

（Ｒ６） 

４，２００人 

（Ｒ１１） 
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【主な取組】 

●食を核としたまちづくりの推進【再掲】 

●自然・景観を活かしたパークＰＦＩの実施（導入）の検討【再掲】 

●自然・景観を活かしたキャンプ場やコテージ等の整備への支援【再掲】 

●自然・景観を活かしたスポーツイベント・レジャーの推進【再掲】 

●若者や女性が訪れたくなるまちなか活性化に向けた支援【再掲】 

●若者や女性に選ばれる観光地魅力化の推進【再掲】 

●氷見線の利用促進と利便性向上を活かした賑わい空間の整備【再掲】 

●氷見駅からひみ番屋街までの新交通システムの検討【再掲】 

●氷見線の新駅設置とその周辺地域の活性化に向けた検討【再掲】 

●氷見らしさを活かしたワクワクする魅力的な景観づくりの推進【再掲】 

●海辺の魅力を活かした空間づくりの推進【再掲】 

●氷見らしい農林水産業の体験型観光コンテンツの構築【再掲】 

●海越しの立山連峰や里山の風景などを望むホテルやオーベルジュ等の誘致 

【再掲】 

●海辺を活かした新たなビジネスの開発・運営等への支援【再掲】 

●氷見に貢献したい若者による自主的な取組への支援【再掲】 

●氷見のファンの拡大と関わりの深化による氷見への貢献の促進 

   氷見に思い入れがある人を募り、関係人口を拡大するとともに、その関 

  係性を深化させ、地域の担い手の確保や二地域居住を促進します。 

●テレワークや会議等が可能となるコワーキングスペース等の整備への支援 

   空き家を活用したコワーキングスペース等の整備を支援するほか、サテ 

  ライトオフィスの誘致に取組み、二地域居住を促進します。 
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（４）基本目標Ⅳ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

若い女性の移住・Ｕターン・定住を促進し、多様な出会いの機会を創出して結 

婚の希望をかなえるとともに、働きやすい職場環境の整備や住宅取得等への支援、 

学校給食費への支援、子どもの放課後活動の充実、子どもの遊びの場の整備の推進、

市内の小児医療体制の充実など、子育て支援や子育て環境の更なる充実を図り、出

産・子育ての希望をかなえます。 

 

【重要目標達成指標（KGI）】 基準値 目標値 

幸せと感じている子育て世

帯の割合 ※ 
― 

８５．０％ 

（Ｒ１１） 

※市民アンケートによる。（「あてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」を合計した割合） 

 

①基本的方向１ 結婚数を増やす 

     若者や女性に選ばれる魅力的な地域や仕事づくりを進めて魅力発信することで、 

若い女性の移住・Ｕターンや定住を促進し、オール氷見で多様な出会いの機会を創

出するとともに、新婚世帯への祝金の支給や住宅取得等への支援の拡充などにより、

結婚数を増やします。 

 

【重要業績評価指標 KPI】 基準値 目標値 

年間の婚姻数 
９４件 

（Ｒ５） 

９６件 

（Ｒ１１） 

 

ア 具体的施策１ 基本目標Ⅱ及び基本目標Ⅲの施策と連動して、若い女性の 

人口を増やす 

 

【主な取組】 

●氷見らしい農林水産業の体験型観光コンテンツの構築【再掲】 

●海越しの立山連峰や里山の風景などを望むホテルやオーベルジュ等の誘致 

【再掲】 

●海辺を活かした新たなビジネスの開発・運営等への支援【再掲】 

●アンコンシャスバイアス解消に向けた戦略の策定とその推進【再掲】 

●若者や女性のキャリアアップへの支援【再掲】 

●若者や女性が働きやすい職場の環境整備への支援【再掲】 

●若者や女性へのスポットワークの創出への支援【再掲】 

●ぶり奨学プログラムの拡充【再掲】 

●住宅取得やリフォームへの支援の拡充【再掲】 

 

イ 具体的施策２ 個々のニーズに応じた多様な出会いの機会の創出を促進す 

   する 
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【主な取組】 

●オール氷見での出会いの機会の創出 

市内の個人や団体等が実施する婚活イベントへの支援を行い、個々のニ 

       ーズに応じた出会いの機会をオール氷見で創出します。 

●移住婚による結婚の促進 

   移住婚希望者の氷見を訪れるための交通費を支援して、出会いの機会を 

  創出することで、市内での結婚を促進します。 

 

ウ 具体的施策３ 結婚・出産・子育ての更なる負担の軽減を図る〔結婚〕 

 

【主な取組】 

●新婚世帯への経済的な負担の軽減 

   市内在住の若者の新婚世帯に対して結婚祝金を支給し、転入者であれば 

  祝金を加算して支給します。 

●住宅取得やリフォームへの支援の拡充【再掲】 

 

②基本的方向２ 出生数を増やす 

     出産・妊娠時に係る費用への支援や、働きやすい職場環境の整備への支援、住宅

取得等への支援の拡充のほか、子どもへの安心・安全な居場所づくりや子どもの放

課後活動の充実、児童生徒の学校給食費への支援などの子育て支援を充実させ、出

生数を増やします。 

 

【重要業績評価指標 KPI】 基準値 目標値 

年間の出生数 
１５５人 

（Ｒ７） 

１５９人 

（Ｒ１１） 

 

ア 具体的施策１ 結婚・出産・子育ての更なる負担の軽減を図る〔出産〕 

 

【主な取組】 

      ●出産・妊娠時の経済的な負担の軽減 

        遠方の分娩取扱施設での受診や出産の必要がある妊産婦に対して、施設ま

での交通費や出産待機のための宿泊費を支援します。 

●学校給食費への支援 

小学校、中学校、義務教育学校に通う児童生徒の学校給食費への支援を 

       行います。 

●ぶり奨学プログラムの拡充【再掲】 

●住宅取得やリフォームへの支援の拡充【再掲】 

●子どもへの安心・安全な居場所づくりの充実 

   子どもへの安全・安心な場を開設し、生活習慣の形成や学習のサポー 
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ト、進路などの相談支援を行います。 

●子どもの放課後活動の充実への支援【再掲】 

●アンコンシャスバイアス解消に向けた戦略の策定とその推進【再掲】 

●若者や女性が働きやすい職場の環境整備への支援【再掲】 

●若者や女性へのスポットワークの創出への支援【再掲】 

 

③基本的方向３ 転入による子どもの数を増やす 

     子どもへの安心・安全な居場所づくりや、子どもの放課後活動の充実、児童生徒

の学校給食費への支援などのほか、子どもの遊び場などの整備の推進や、市内の小

児医療体制の充実などにより、子育て環境の更なる充実を図り、転入による子ども

の数を増やします。 

 

【重要業績評価指標 KPI】 基準値 目標値 

子ども（０歳～１９歳）の

年間の転入数 

９４人 

（Ｒ６） 

１０２人 

（Ｒ１１） 

 

ア 具体的施策１ 結婚・出産・子育ての更なる負担の軽減を図る〔子育て〕 

 

【主な取組】 

●学校給食費への支援【再掲】 

●ぶり奨学プログラムの拡充【再掲】 

●住宅取得やリフォームへの支援の拡充【再掲】 

●子どもへの安心・安全な居場所づくりの充実【再掲】 

●子どもの放課後活動の充実への支援【再掲】 

●アンコンシャスバイアス解消に向けた戦略の策定とその推進【再掲】 

●若者や女性が働きやすい職場の環境整備への支援【再掲】 

●若者や女性へのスポットワークの創出への支援【再掲】 

 

イ 具体的施策２ 子どもが楽しく遊ぶことができる安全で安心な施設を整備 

する 

 

【主な取組】 

●遊び場などの環境整備の推進 

   子どもの遊び場などについて保護者等の意見を集約し、全天候型の子ども 

用施設や都市公園について検討して整備を進めます。 

●子どもへの安心・安全な居場所づくりの充実【再掲】 

 

ウ 具体的施策３ 子どもが必要な医療を受けられる小児医療体制を充実する 

 



- 38 - 

 

【主な取組】 

●市内の小児科医療機関の充実 

小児医療体制の確保・充実を図るため、市内の小児科医療機関の充実に 

       向け検討し、実施します。 

 

 

 

４ 基本目標ⅠからⅣの施策の推進を補完する取組 

・地域おこし協力隊の派遣先の拡充 

・空き家・空き地の活用に対する支援の拡充 

・地域おこし企業人等の活用 

・ふるさと納税を活用した取組 

・クラウドファンディングなどの資金調達の仕組みの活用 

・公の施設等を活用した取組 

・能登地域と連携した取組 

・大学と連携した取組 

・氷見市広報戦略プランに基づく取組 

・氷見市ＤＸ推進計画に基づく取組 
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５ 重点的に実施する横断的な取組 

基本目標ⅠからⅣに掲げている取組の中で、特に重点的に実施する取組として、横断的 

に検討して実施し、より効果的・効率的に取り組みます。 

 

（１）「食」や「自然・景観」を活かした魅力的なまちづくりの推進 

本市の特長である「食」を核として、観光、飲食、宿泊及び農林水産業が一体と

なって産業振興や人材育成・確保などに総合的に取り組み、氷見の豊かな食材を活

かしたホテルやオーベルジュ等の誘致を進めます。また、里山・里海を活かしたキ

ャンプ場・コテージ等の整備やマリンスポーツなどのレジャービジネスの創出への

支援、景観を活かしたホテル等の誘致や、古民家などの空き家を活用した民泊施設 

等の整備への支援など、魅力的なまちづくりを進めて、賑わいの創出につなげます。 

 

【主な取組】 １０取組 

●食を核としたまちづくりの推進 

   食を核としたまちづくりを推進するため、体制を強化するとともに戦略 

  を策定して、産業の振興や人材育成・確保など、総合的に取り組みます。 

●氷見らしい農林水産業の体験型観光コンテンツの構築 

    里山での果樹等の農産物や竹等の林産物の活用体験、里海での養殖によ 

       る水産物の水揚体験など、氷見らしい体験型観光コンテンツを構築します。 

●豊かな食材を活用した商品開発への支援 

    農産物や畜産物、水産物などの氷見の豊かな食材を活かし、食のブランド

化や観光客等に好まれる商品開発を支援します。 

●海越しの立山連峰や里山の風景などを望むホテルやオーベルジュ等の誘致 

    海越しの立山連峰や棚田などの里山景観と、氷見の豊かな食材を活かし、 

宿泊と飲食ができるホテルやオーベルジュ等の誘致に取り組みます。 

●自然・景観を活かしたＰａｒｋ－ＰＦＩの実施（導入）の検討 

   民間参入による都市公園等の魅力及び利便性の向上を図り、公園を核と 

  した周辺地域の活性化につなげます。 

●自然・景観を活かしたキャンプ場やコテージ等の整備への支援 

   里山・里海の特長を活かした多くの人が訪れ、賑わいの創出につながる 

  施設等の整備を支援します。 

●自然・景観を活かしたスポーツイベント・レジャーの推進 

   海あり山ありの豊かな自然、美しい景観を望みながら楽しめるイベント 

  の開催やレジャーの定着を推進します。 

●海辺を活かした新たなビジネスの開発・運営等への支援 

     本市の海辺の環境を活かしたマリンスポーツなどの新たなレジャービジ 

ネスの創出や、その運営等を支援します。 

      ●食や自然・景観を活かした飲食施設や宿泊施設等の整備への支援 

        古民家などの空き家を活用した飲食施設や民泊施設など多様な用途への 

       整備を支援します。 
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      ●景観を活かしたホテル等の整備の促進 

        空き家・空き地に関する相談から活用までに対応するため、専門家等に 

       よる総合的体制を構築し、景観を活かしたホテル等の整備を促進します。 

 

 

（２）城端線・氷見線鉄道事業再構築事業を活かしたまちづくりの推進 

     氷見駅からひみ番屋街までの新交通システムを検討するほか、駐車場整備や氷見

駅を基点とした二次交通等の利便性の向上、駅前周辺でのマルシェの開催やまちな

かの空き地の利活用など、氷見駅周辺のまちづくりを総合的に進め、市民や氷見を

訪れる人々の氷見駅周辺への人の流れをつくり、賑わいを創出します。また、氷見

線の新駅設置に向けた検討と、海辺の魅力を活かした公園の魅力向上やワクワクす

る景観・空間づくりを推進して、沿線周辺地域の活性化を図ります。 

 

【主な取組】 ８取組 

      ●氷見駅からひみ番屋街までの新交通システムの検討 

   観光需要の拡大や市街地の賑わい、移動の利便性の向上に向けて、新交 

通システムを検討します。 

      ●氷見線の利用促進と利便性向上を活かした賑わい空間の整備 

        氷見駅周辺のまちづくりを進めるとともに、駐車場整備や氷見駅を基点 

       とした二次交通等の利便性向上を図り、賑わいを創出します。 

      ●氷見線の新駅設置とその周辺地域の活性化に向けた検討 

        氷見線の新駅の設置による利便性の向上や、その周辺での開発による地 

       域の活性化に向けて検討を行います。 

●若者や女性が訪れたくなるまちなか活性化に向けた支援 

氷見駅前周辺でのマルシェの開催や、まちなかの空き地の利活用などに 

       より、若者や女性が訪れ、滞留する場の創出を支援します。 

      ●若者や女性に選ばれる観光地魅力化の推進 

        温泉・食・景観・自然・まんが等を有機的に結合させ、氷見に行きたく 

なる、若者や女性に選ばれる観光地の魅力化を推進します。 

●自然・景観を活かしたＰａｒｋ－ＰＦＩの実施（導入）の検討【再掲】 

   民間参入による都市公園等の魅力及び利便性の向上を図り、公園を核と 

  した周辺地域の活性化につなげます。 

      ●氷見らしさを活かしたワクワクする魅力的な景観づくりの推進 

        沿道での景観形成への支援や市街地での住民意向の把握を進め、人々の 

       期待感や歓迎感等を促す魅力的な景観づくりを推進します。 

      ●海辺の魅力を活かした空間づくりの推進 

   氷見の特長である海辺空間の整備と演出を支援し、人々の滞在・来訪を 

  促進して地域の魅力を高めます。 
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（３）若者や女性が活躍するまちづくりの推進 

     ＩＴ系や食品系の企業・研究所等の誘致など、若者や女性に選ばれる魅力的な仕

事をつくります。また、地域・職場での若者や女性へのアンコンシャスバイアスの

解消や、就業環境、労働条件、子育てしやすい職場環境の改善を促すほか、住宅取

得・リフォームや住宅団地造成への支援の拡充、子どもの遊び場などの整備の推進、

市内の小児科医療機関の充実など、移住・Ｕターン・定住しやすい環境等の充実を

図り、若者や女性が働きやすく、活躍できるまちをつくります。 

 

【主な取組】 １０取組 

●若者や女性に選ばれる企業や研究所等の誘致 

        企業立地への支援の拡充や試行的事業への支援により、ＩＴ系や食品系な

ど、若者や女性に選ばれる企業や研究所等の誘致に取り組みます。 

●アンコンシャスバイアス解消に向けた戦略の策定とその推進 

     アンコンシャスバイアス解消に向けて戦略を策定するとともに、講演会 

の開催等により、理解の促進を図ります。 

●若者や女性のキャリアアップへの支援 

    仕事の専門性向上に必要となる経費を支援することで、若者や女性のキ 

ャリアアップを後押し、市内企業への就職やその後の定着を促進します。 

●若者や女性が働きやすい職場の環境整備への支援 

    子育て支援や若者の採用・育成等に取り組む事業所を対象に、厚生労働省

の認定制度の取得や、職場環境の整備を支援します。 

●若者や女性へのスポットワークの創出への支援 

    市内事業所等の業務を細分化し、外部移管可能な業務と適した人材をマッ

チングさせる仕組みを構築して、柔軟な働き方の創出を支援します。 

●子どもの放課後活動の充実への支援 

      放課後児童クラブの子どもの受入体制等の向上に向けて検討するととも

に、子どもの放課後活動の豊かな学びの機会の充実を支援します。 

●住宅取得やリフォームへの支援の拡充 

 住宅取得や住宅リフォームに要する経費への支援について、新婚世帯及 

び子育て世帯に対する支援を拡充します。 

●住宅団地造成への支援の拡充 

   市内での住宅団地造成を行う者への支援を拡充し、住宅用地を確保して、 

市内での定住につなげます。 

●遊び場などの環境整備の推進 

   子どもの遊び場などについて保護者等の意見を集約し、全天候型の子ども 

用施設や都市公園について検討して整備を進めます。 

●市内の小児科医療機関の充実 

小児医療体制の確保・充実を図るため、市内の小児科医療機関の充実に 

       向け検討し、実施します。 
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Ⅴ 第３期氷見市人口ビジョン 

１ 人口の現状と将来推計 

 （１）社人研による推計 

社人研の将来推計では、本市の人口の減少傾向は今後も継続すると予測されて 

おり、２０５０年には総人口２１，９７３人となり、２０２０年の総人口の約５ 

６％まで減少することが予測されます。 

特に、若い年齢区分ほどその傾向が顕著であり、２０５０年の年少人口は２０ 

２０年の約３３％、生産年齢人口は約３８％まで減少することが予想されていま 

す。また、年少人口と生産年齢の総人口に占める割合も減少し、２０２０年に約 

９％だった年少人口は２０５０年には約６％に、生産年齢人口は約５１％から約 

３９％になると予想されています。一方で老年人口は総人口の減少に伴い減少す 

るものの、総人口に占める割合は約４０％から約５５％に増加すると見込まれて 

おり、生産年齢人口１人で１．４人程度の老年人口を支えることになるとの推計 

がなされています。 

 
   

（２）社人研の将来推計を踏まえた氷見市独自推計 

社人研の将来推計を基に、令和７年（２０２５年）までの人口実績を反映して、 

２０２５年の総人口を３９，１００人（１４９人の減）とするとともに、社人研推 

計では２０２５年以降に適用されている若者（１５歳から３４歳まで）の社会移動 

率が、平均約８．５％の転出超過と推計されていましたが、令和７年（２０２５年）

の若者の社会移動率が平均約２２．７％の転出超過となっており、大きな乖離があ

ることから、令和７年の若者の社会移動率を用いた本市独自の将来推計（以下「氷

見市独自推計」という。）を作成し、それを基に将来の人口目標を設定することと

します。 
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     氷見市独自推計では、社人研推計よりも人口減少のスピードが早まることで、 

２０５０年には１９,７７６人となり、２０２０年人口の約４５％まで減少する見 

込となります。 

 

 
 

 

２ 人口減少が与える影響 

  人口減少と少子高齢化は、日本全体だけでなく地方にとって深刻な課題です。本市 

においても、人口が年々減少していくことは、地域の暮らし、経済、財政・行政サー 

ビス、地域コミュニティのあり方に広範な影響を及ぼします。 

 

  （１）経済に与える影響 

     労働力の減少に伴って地域産業や事業所の生産性が低下します。農林水産業・観

光など、地域の基幹産業で働く人手が不足すると、供給能力の低下や新規事業の阻

害を招き、地域経済の縮小が進みます。また、消費者人口が減ることで商店街や飲

食店の売上が落ち、地域内での循環が弱まると雇用機会も減少し、若年層の流出を

加速させる悪循環が生まれます。 

 

  （２）財政・行政サービスに与える影響 

     税収の減少と高齢化による社会保障費の増大が同時に進むため、市の財政は圧迫

されます。結果として、公共施設の維持や道路・上下水道の整備、子育て・教育・

医療といった行政サービスの提供が困難になり、サービス水準の低下や統廃合が避

けられなくなります。特に医療・介護の担い手が不足すると、在宅医療や介護サー

ビスの確保が難しくなり、住民の生活の質に直接影響します。 
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  （３）地域コミュニティに与える影響 

     人口が減り若者が流出すると、地域行事や伝統文化を支える人手が減少し、祭り

や地域活動の継続が困難になります。孤立する高齢世帯が増え、互助の仕組みが弱

まることで、防災・防犯面でも脆弱性が高まります。同時に、空き家・空き地が増

加することで防犯面だけでなく景観を損ねることにもつながります。また、学校の

児童・生徒数の減少は学校統合や廃校につながり、子育て世代の定住魅力を損ない

ます。長期的には地域の魅力や競争力が低下し、持続可能な地域づくりが難しくな

ります。 

 

 

３ 目指すべき将来の方向性 

  今回策定した第３期総合戦略では、これら人口減少による様々な課題に対応するため

に、人口減少に歯止めをかけ将来の人口構造を変える「積極戦略」と、人口が減少して

も幸せに暮らせるまちづくり「調整戦略」の両方の観点に基づいた取組を推進していき

ます。 

 

 

４ 将来の人口目標 

  第３期総合戦略による取組を実施することで、次のような効果が発揮されることを見

込み、出生数、社会増減数の目標を設定します。 

・住み続けたいと思う市民の割合が増加することによる定住促進（転出の抑制） 

  ・市産業全体の稼ぐ力の向上と魅力的な仕事の創出による転入者の増加と定住促進 

（転出の抑制） 

・若者や女性の転入者の増加と定住促進（転出の抑制） 

・若者や女性の増加による婚姻数の増加 

・出生数の増加 

・子育て世帯の増加 など 

 

  （１）出生数の目標 

     出生数については、取組の効果を踏まえた婚姻数や子ども女性比率の推計、１世

帯当たりの子どもの数の推移に大きな変化がないことなどから、５年間ごとの出生

数を推計し、それを１年平均したものを毎年の出生数の目標値とします。 

 

 

 
R7年 

（2025） 

R8年 

（2026） 

R9年 

（2027） 

R10年 

（2028） 

R11年 

（2029） 
計 

出生数 155 156 157 158 159 785 

（単位：人） 
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  （２）社会増減数の目標 

     社会増減数については、取組の効果を踏まえた転入者の増加や定住促進（転出の

抑制）により、社会増減数が改善することを見込みます。５年間ごとの社会増減数

を推計し、それを１年平均したものを毎年の社会増減数の目標値とします。 

 

 
R7年 

（2025） 

R8年 

（2026） 

R9年 

（2027） 

R10年 

（2028） 

R11年 

（2029） 
計 

社会増減数 △123 △123 △124 △124 △124 △618 

（単位：人） 
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  （３）第３期氷見市人口ビジョンにおける目標 

     第３期総合戦略の取組により、令和７年から令和１１年までの出生数を７８５人

確保し、社会減数を６１８人に抑制するとともにその効果が継続することにより、

２０５０年には氷見市独自推計より４，００３人、社人研推計より１,８０６人が

改善され、総人口が２３，７７９人と見込み、それ以上を目標値とします。 

 

 

 

 

     社人研推計及び氷見市独自推計による２０５０年の人口ピラミッドでは、逆三 

角形型の構造となり、将来の地域社会の維持が非常に困難なものとなります。 

 第３期総合戦略による取組の効果が発揮され、特に若い世代の人口が増加する 

ことで、人口構造の安定化が図られます。 
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359 

380 

372 

344 

300 

320 

424 

515 

568 

480 

683 

805 

936 

1,165 

1,299 

885 

608 

388 

161 

293 

353 

371 

367 

317 

289 

337 

448 

571 

581 

503 

681 

710 

862 

1,093 

1,282 

1,105 

993 

773 

551 

100 600 1,100

1006001,100

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95歳～

2050年人口ピラミッド（人口目標）

男性 女性

（人）


